
第２章 家庭生活について

【現在、配偶者のいる方におたずねします。】
問4 あなたの家庭では、ア～クの家庭内の事柄を主にどなたが行っていますか。

ア～クについて、それぞれあてはめるものを１つずつ選んでください

1. 家庭内の役割分担

図表19 家庭内の役割分担
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【凡例】

ア 家計を支える

イ 家事をする

ウ 家計の管理

エ 子どもの世話・しつけ

オ 病人・老親の世話（介護）

カ 子どもの教育方針・進学の決定

キ 高額商品の購入

ク 家庭の問題の最終的決定者

主に夫が
行う

主に夫が
行い、妻が
一部分担

夫と妻が同
じ程度分担

主に妻が
行い、夫が
一部分担

主に妻が
行う

その他又は
非該当 無回答

家庭内の役割分担について、夫と妻が同じ程度分担しているものとしては「子どもの教育方針・進学の決定」が最
も高い。
「主に妻が行い、夫が一部分担」と「主に妻が行う」を合わせた割合では『家事をする』が最も高く、「主に夫が行
い、妻が一部分担」と「主に夫が行う」を合わせた割合で最も高いのは『家計を支える』である。
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家庭内の役割分担について（今回調査、過去調査比較）

図表20 家庭内の役割分担（今回調査、過去調査比較）

ア. 家計を支える（生活費を稼ぐ）

イ. 家事をする（掃除・選択・炊事）
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【凡例】

R2年度(n=1,160)

H27年度(n=1,954)

H22年度(n=1,364)

H12年度(n=  976)

主に夫が
行う

主に夫が行
い、妻が一
部分担

夫と妻が
同じ程
度分担

主に妻が行
い、夫が一
部分担 主に妻が行う

その他又は
非該当 無回答

家庭内の役割分担を前回調査と比較すると、『家計を支える』では「主に夫が行う」、「主に夫が行い、妻が一部
分担」を合わせた割合が減少している。
『家事をする』では「主に妻が行い、夫が一部分担」、「主に妻が行う」を合わせた割合が減少している。ただ、全体
の数値でみると依然として家事は妻（35.5％）が高い。
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【凡例】

R2年度(n=1,160)

H27年度(n=1,954)

H22年度(n=2,029)

H12年度(n=1,434)

ウ. 家計の管理

エ. 子どもの世話・しつけ
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R2年度(n=1,160)

H27年度(n=1,954)

H22年度(n=2,029)

H12年度(n=1,434)

主に夫が
行う

主に夫が行
い、妻が一部
分担

夫と妻が同
じ程度分担

主に妻が行
い、夫が一
部分担 主に妻が行う

その他又は
非該当 無回答

『家計の管理』では、「主に妻が行う」の割合が減少し、同じ程度分担する傾向が上昇している。
『子どもの世話・しつけ』では、「主に妻が行い、夫が一部分担」、「主に妻が行う」を合わせた割合が減少している
が、大きく変化している部分は見られない。
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【凡例】

R2年度(n=1,160)

H27年度(n=1,954)

H22年度(n=2,029)

H12年度(n=1,434)

オ. 病人・老親の世話

カ. 子どもの教育方針・進学の決定
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6.1

8.2

12.5

R2年度(n=1,160)

H27年度(n=1,954)

H22年度(n=2,029)

H12年度(n=1,434)

主に夫
が行う

主に夫が行
い、妻が一部
分担

夫と妻が同じ
程度分担

主に妻が行
い、夫が一
部分担 主に妻が行う

その他又は
非該当 無回答

『病人・老親の世話』では前回調査から大きな変化は見られず、妻の分担が多い。
『子どもの教育方針・進学の決定』についても大きく変化は見られないが、妻の負担はやや高い。
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【凡例】

R2年度(n=1,160)

H27年度(n=1,954)

H22年度(n=2,029)

H12年度(n=1,434)

キ. 高額商品の購入（不動産等）

ク. 家庭の問題の最終的な決定者
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R2年度(n=1,160)

H27年度(n=1,954)

H22年度(n=2,029)

H12年度(n=1,434)

主に夫が
行う

主に夫が行
い、妻が一
部分担

夫と妻が
同じ程
度分担

主に妻が行
い、夫が一
部分担

主に妻が
行う

その他又
は非該
当

無回答

前回調査と比較すると、『高額商品の購入』では「主に夫が行う」、「主に夫が行い、妻が一部分担」を合わせた
割合が減少している。
前回調査と比較すると、『家庭の問題の最終的な決定者』では、「主に夫が行う」、「主に夫が行い、妻が一部
分担」が減少している。
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家庭内の役割分担について（性別比較）

図表21 家庭内の役割分担（性別）

ア. 家計を支える（生活費を稼ぐ）

イ. 家事をする（掃除・選択・炊事）

ウ. 家計の管理

エ. 子どもの世話・しつけ
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【凡例】

女性(n=678)

男性(n=481)

0.3

0.6

2.1

3.3

24.9

41.2

29.9

31.8

26.5

10

11.4

9.6

4.9

3.5

女性(n=678)

男性(n=481)

主に夫が
行う

主に夫が行
い、妻が一
部分担

夫と妻が
同じ程
度分担

主に妻が行
い、夫が一
部分担

主に妻が
行う

その他又
は非該
当

無回答

家庭内の役割分担を性別で見ると、『家計を支える』では男女ともに「主に夫が行う」、「主に夫が行い、妻が一部
分担」の割合が大きい。
『子どもの世話・しつけ』では、女性は「主に妻が行い、夫が一部分担」、「主に妻が行う」の割合が大きいが男性は
「夫と妻が同じ程度分担」の割合が最も大きい。
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オ. 病人・老親の世話

カ. 子どもの教育方針・進学の決定

キ. 高額商品の購入（不動産等）

ク. 家庭の問題の最終的な決定者
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【凡例】

女性(n=678)

男性(n=481)

27.4

19.3

18.6

23.5

31.9

43.9

4.7

3.1

4.0

2.1

9.3

5.2

4.1

2.9

女性(n=678)

男性(n=481)

主に夫が
行う

主に夫が行
い、妻が一
部分担

夫と妻が
同じ程
度分担

主に妻が行
い、夫が一
部分担

主に妻が
行う

その他又
は非該
当

無回答

『病人・老親の世話』では、女性が「主に妻が行う」の割合が多いが、男性は「夫と妻が同じ程度分担」が大きい。
『子どもの教育方針・進学の決定』では、男女ともに「夫と妻が同じ程度分担」が高い割合となっている。
『高額商品の購入』では、前回調査と比較すると女性は「主に夫が行う」、「主に夫が行い、妻が一部分担」の割合
が大きいが男性は「夫と妻が同じ程度分担」の割合が大きい。
『家庭の問題の最終的な決定者』では、男女ともに「夫と妻が同じ程度分担」の割合が大きい。
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問4ー(2) またあなたは、問４のア～クまでの事柄について、配偶者にもっとやってもらいたいこと
は何ですか。ア～クの中から、３つまで選んでください。

1－２. 家庭内で配偶者にもっとやってもらいたいこと

図表22 家庭内で配偶者にもっとやってもらいたいこと（性別・3つ以内回答）

図表23 家庭内で配偶者にもっとやってもらいたいこと（平成27年度 性別・3つ以内回答）
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子どもの世話・しつけ

病人・老親の世話（介護）

家計を支える（生活費をかせぐ）

家計の管理

家庭の問題の最終的な決定

子どもの教育方針・進学の決定

高額商品の購入（不動産等）

無回答

女性 男性

38.5

21.8

16.1

14

11.8

6.3

4.7

2.5

35.1

11.2

8.7

4.8

4.4

6.7

6.9

1.7

1.2

0.8

57.6

24.9

0 10 20 30 40 50 60 70

家事をする（掃除・洗濯・炊事）

子どもの世話・しつけ

病人・老親の世話（介護）

家計を支える（生活費をかせぐ）

家計の管理

子どもの教育方針・進学の決定

家庭の問題の最終的な決定

高額商品の購入（不動産等）

特になし・現状で満足している

無回答

女性 男性

家庭内で配偶者にもっとやってもらいたいことを性別で見ると、女性では「家事をする」の割合が最も大きく、男性
では「特になし・現状で満足している」の割合が最も大きい。
前回調査と比較すると女性に大きな違いは見られない。
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図表24 家庭内で配偶者にもっとやってもらいたいこと（共働き世帯・性別・３つ以内回答）

図表25 家庭内で配偶者にもっとやってもらいたいこと（夫のみ就労世帯・性別・３つ以内回答）

家庭内で配偶者にやってもらいたいことについて共働き世帯と夫のみ就労の世帯で比較すると、「家事をする」は
共働き世帯・女性で37.9％に対し、夫のみ就労の世帯は33.0％と差は4.9ポイントで、前回調査では10ポイ
ントあった差が小さくなっている。
全体的に専業主婦の回答が共働き主婦より低めの数値になっているが、「病人・老親の世話（介護）」につい
ては、わずかであるが専業主婦が高い。
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特になし・現状で満足している

無回答

共働き合計（N=781） 共働き女性（N=515） 共働き男性（N=264)
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1.1
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0 10 20 30 40 50 60

家事をする（掃除・洗濯・炊事）

子どもの世話・しつけ

家計を支える（生活費をかせぐ）

病人・老親の世話（介護）

家計の管理

子どもの教育方針・進学の決定

家庭の問題の最終的な決定

高額商品の購入（不動産等）

特になし・現状で満足している

無回答

夫のみ就労合計 夫のみ就労女性 夫のみ就労男性
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44.9

32.8

24.3

23

15

24

3.9

10.3

6.5
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5.5

3.9
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【凡例】

女性(n=1,022)

男性(n=  670)

問5 結婚や家庭生活に関したア～オの事柄について、あなたの考えに近いものを
１つずつ選んでください。

２. 結婚や家庭生活に関する考え

図表26 結婚や家庭生活についての考えについて

図表27 結婚や家庭生活についての考えについて（性別）

ア. 結婚は個人の自由であるから、結婚はしてもしなくてもどちらでもよい

イ. 夫は外で働き、妻は家庭を守るべき

3.9
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24.6

26.1
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35.6

28.2

11

11.5

6

3.3

0 20 40 60 80 100

女性(n=1,022)

男性(n=  670)

賛成
どちらか
といえば
賛成

どちらか
といえば
反対

反対 わからない 無回答

ア 結婚は個人の自由であるから、結婚
はしてもしなくてもどちらでもよい 39.9 23.8 18.6 6.6 6.3 4.8

イ 夫は外で働き、妻は家庭を守るべき
である 4.4 20.3 26.6 32.5 11.2 5.2

ウ 結婚しても必ずしも子どもを持つ必要
はない 24.7 19.7 22.5 13.8 14.1 5.2

エ 結婚しても相手に満足できないときは
離婚すればよい 26.1 26.8 19.5 9.2 13.5 4.9

オ 夫婦が別々の姓を名乗ること（選択的
夫婦別姓）を、認める方がよい 28.7 20.5 15.7 15.2 14.6 5.3

賛成 どちらか
といえば賛成

どちらか
といえば反対 反対 わからない 無回答

結婚や家庭生活についての考え方について、「結婚はしてもしなくてもどちらでもよい」の賛成の割合が63.7％
と各項目の中で最も高い。
逆に「夫は外で働き、妻は家庭を守るべきである」の反対の割合が59.1％と各項目の中で最も高い。
性別でみると、賛成の割合は男女ともに「結婚はしてもしなくてもどちらでもよい」が最も高く、反対の割合も男
女ともに「夫は外で働き、妻は家庭を守るべき」が最も高い。
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27.7

26.3

15.7

24.8

6.8

12.4

13.3

13.9

5.4

3.7

0 20 40 60 80 100

女性(n=1,022)

男性(n=  670)

賛成 どちらか
といえば賛成

どちらか
といえ反対 反対 わからない 無回答

39.9 

31.6 

33.4 

48.0 

23.8 

22.9 

23.2 

22.0 

18.6 

22.4 

21.8 

16.9 

6.6 

11.0 

11.2 

11.1 

6.3 

11.2 

6.3 

2.0 

4.8 

5.1 

4.0 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

R2年度（N=1,022）

H27年度（N=2,878）

H22年度（N=2,029）

全国調査H21年度（N=3,240）

賛成 どちらかといえば賛成 どちらかといえば反対 反対 わからない 無回答

ア. 「結婚は個人の自由」について（今回調査、過去調査及び全国調査比較）

「結婚はしてもしなくてもどちらでもよい」は「賛成」が39.9％、「どちらかといえば賛成」を合わせると賛成は
63.7％で、賛成が10ポイント以上増加した。
全国調査では賛成が70.0％となっており、まだ全国と差が見られる。（全国調査はH21以降、この質問は実
施されていない）

※H21年度全国調査：内閣府「平成21年度男女共同参画社会に関する世論調査」

ウ. 結婚しても必ずしも子どもを持つ必要性はない

エ. 相手に満足できないときは離婚すればいい

図表28 結婚は個人の自由（今回調査、過去調査および全国調査比較）
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74

55.4

60.6

50.5

50

34.6

38.7

29.3

32.5

26.7

28.7

20.3

11.5

16.1

26.9

25.3

27.4

25.2

30.9

26.7

23.9

19.8

17.1

21.6

3.1

12.5

3.8

14.1

9.1

21.5

16.5

31

23.4

31.3

28.7

26.1

1

0

0.6

2
1.4

3.7

3.6

6

6.1

14.5

9.8

22.2

1

7.1

6.3

5.1

6.3

9.3

6.2

5.2

8.6

5.3

7.9

5.2

9.4

8.9

1.9

3

5.8

5.6

4.1

1.7

5.6

2.3

7.9

4.6

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

20代 女性（N=96)

20代 男性（N=56)

30代 女性（N=160)

30代 男性（N=99)

40代 女性（N=208)

40代 男性（N=107)

50代 女性（N=194)

50代 男性（N=116)

60代 女性（N=197)

60代 男性（N=131)

70代 女性（N=164)

70代 男性（N=153)

賛成 どちらかといえば賛成 どちらかといえば反対 反対 わからない 無回答

ア. 「結婚は個人の自由」について（性別・年代別）

「結婚はしてもしなくてもどちらでもよい」について、性・年代別でみると、年代が若いほど賛成の割合が高い傾
向が見られる。30代女性が最も賛成が高く87.5％、次いで20代女性で85.5％である。
各年代とも男性は女性より賛成が少ない。

図表29 結婚は個人の自由（性別・年代別）
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「夫は外で働き、妻は家庭を守るべきである」について、時系列でみると賛成は減少傾向にあり、賛成は前回
から7ポイント減少、反対は7.7ポイント増加している。
全国調査と比較すると、全国は賛成が35.0％に対し、沖縄は24.7％と少ない。

1

1.8

1.3

2

3.4

6.5

5.2

3.4

2

2.3

9.8

9.8

9.4

10.7

11.3

13.1

18.3

23.4

23.2

27.6

16.2

30.5

21.3

30.7

27.1

30.4

27.5

24.2

24.5

26.2

27.3

31.9

29.4

29

21.3

24.2

39.6

33.9

43.8

42.4

35.6

25.2

32

23.3

34.5

25.2

30.5

25.5

12.5

14.3

14.4

15.2

12

14

7.7

12.1

11.2

9.9

9.1

7.8

10.4

8.9

1.9

3

6.3

4.7

4.6

1.7

6.6

3.1

7.9

2

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

20代 女性（N=96)

20代 男性（N=56)

30代 女性（N=160)

30代 男性（N=99)

40代 女性（N=208)

40代 男性（N=107)

50代 女性（N=194)

50代 男性（N=116)

60代 女性（N=197)

60代 男性（N=131)

70代 女性（N=164)

70代 男性（N=153)

賛成 どちらかといえば賛成 どちらかといえば反対 反対 わからない 無回答

イ. 「夫は外で働き、妻は家庭を守るべきである」について

4.4 

7.6 

10.1 

7.5 

20.3 

24.1 

29.4 

27.5 

26.6 

27.1 

24.5 

36.6 

32.5 

24.3 

21.4 

23.2 

11.2 

11.7 

10.3 

5.2 

5.2 

5.2 

4.3 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

R2年度（N=1,022）

H27年度（N=2,878）

H22年度（N=2,029）

全国調査R1年度（N=2,645）

賛成 どちらかといえば賛成 どちらかといえば反対 反対 わからない 無回答

※R1年度全国調査：内閣府「令和元年度 男女共同参画社会に関する世論調査」

図表30 夫は外で働き、妻は家庭を守るべき（今回調査、過去調査、全国調査比較）

図表31 夫は外で働き、妻は家庭を守るべき（性別・年代別）

「夫は外で働き、妻は家庭を守るべきである」について、性・年代別でみると各年代とも男性の賛成率が女性
に比べて高い。
70代男性を除いて、反対の率が5割を超えている。
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47.7

43.2

27.9

19.7

15.4

10.9

22.2

27.8

23.5

20.6

13.9

15

6.5

10.4

17.5

30

30.8

27.4

3.9

5

9.5

10.6

19

26.8

10.5

11.2

16.5

15.2

15.7

13.7

9.2

2.3

5.1

3.9

5.1

6.2

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

20代（N=153)

30代（N=259)

40代（N=315)

50代（N=310)

60代（N=331)

70代（N=321)

賛成 どちらかといえば賛成 どちらかといえば反対 反対 わからない 無回答

ウ. 「結婚しても必ずしも子どもを持つ必要性はない」について

24.7 

15.2 

14.9 

22.5 

19.7 

13.9 

23.2 

20.3 

22.5 

28.9 

25.9 

30.1 

13.8 

21.2 

25.8 

22.8 

14.1 

15.4 

14.8 

4.3 

5.2 

5.6 

5.3 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

R2年度（N=1,721）

H27年度（N=2,878）

H22年度（N=2,029）

全国調査H21年度（N=3,240）

賛成 どちらかといえば賛成 どちらかといえば反対 反対 わからない 無回答

※H21年度全国調査：内閣府「平成21年度男女共同参画社会に関する世論調査」

図表32 結婚しても必ずしも子どもを持つ必要性はない（今回調査、過去調査、全国調査比較）

図表33 結婚しても必ずしも子どもを持つ必要性はない（年代別）

「結婚しても必ずしも子どもを持つ必要性はない」については、賛成が増加しており、前回に比べ賛成は15.3
ポイント増加している。
全国調査と比較すると、賛成率は全国42.8％、沖縄44.4％ほぼ同率となった。

「結婚しても必ずしも子どもを持つ必要性はない」については、年代別でみると、30代が最も賛成率が高く
71.0％、次いで20代で69.9％と20代と30代が約7割を占めている。
50代では賛成と反対がほぼ同率となり、60代以上で反対が賛成を大きく上回る。
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エ. 「結婚しても相手に満足できないときは離婚すればいい」について

26.1 

14.6 

14.8 

21.9 

26.8 

22.6 

21.7 

28.2 

19.5 

24.6 

26.0 

29.3 

9.5 

15.0 

17.1 

15.5 

13.5 

17.6 

16.0 

5.1 

4.9 

5.7 

4.4 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

R2年度（N=1,721）

H27年度（N=2,878）

H22年度（N=2,029）

全国調査H21年度（N=3,240）

賛成 どちらかといえば賛成 どちらかといえば反対 反対 わからない 無回答

38.6

35.5

31.4

23.9

19.6

17.1

23.5

27

28.3

30.3

30.8

20.9

13.7

18.1

13.7

21.9

21.5

24

5.9

6.2

5.4

8.4

7.6

17.4

9.2

10.8

16.2

11.9

15.7

15

9.2

2.3

5.1

3.5

4.8

5.6

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

20代（N=153)

30代（N=259)

40代（N=315)

50代（N=310)

60代（N=331)

70代（N=321)

賛成 どちらかといえば賛成 どちらかといえば反対 反対 わからない 無回答

※H21年度全国調査：内閣府「平成21年度男女共同参画社会に関する世論調査」

図表34 結婚しても相手に満足できないときは離婚すればいい（今回調査、過去調査、全国調査比較）

図表35 結婚しても相手に満足できないときは離婚すればいい（年代別）

「結婚して相手に満足できないときは離婚すればいい」については、賛成が大きく増加し、前回に比べ賛成は
15.7ポイント増加し52.9％と過半数を超えた。
全国調査と比較すると、賛成率は全国50.1％でほぼ同率となった。

「結婚しても相手に満足できないときは離婚すればいい」については、年代別でみると若いほど賛成が高く、20
代で62.1％、30代で62.5％と6割を超える。
60代までは賛成が反対を上回っている。
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オ 「夫婦が別々の姓を名乗ること（選択的夫婦別姓）を、認める方がよい」について

図表36 選択的夫婦別姓を、認める方がよい（今回調査、過去調査比較）

「夫婦が別々の姓を名乗ること（選択的夫婦別姓）を、認める方がよい」については、賛成が大きく増加し、
前回に比べ賛成は17.7ポイント増加し49.2％と半数となった。

28.7 

13.6 

13.8 

20.5 

17.9 

13.7 

15.7 

20.8 

22.2 

15.2 

25.5 

30.2 

14.6 

16.8 

16.0 

5.3 

5.4 

4.1 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

R2年度（N=1,721）

H27年度（N=2,878）

H22年度（N=2,029）

賛成 どちらかといえば賛成 どちらかといえば反対 反対 わからない 無回答

43.8

38.2

34.3

29.4

21.5

16.8

19

25.5

24.8

19.7

21.1

13.1

8.5

11.6

9.8

20

17.5

22.7

4.6

8.9

6.7

11

20.5

30.2

15

13.5

19

15.8

14.2

10.9

9.2

2.3

5.4

4.2

5.1

6.2

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

20代（N=153)

30代（N=259)

40代（N=315)

50代（N=310)

60代（N=331)

70代（N=321)

賛成 どちらかといえば賛成 どちらかといえば反対 反対 わからない 無回答

図表37 選択的夫婦別姓を、認める方がよい（年代別）

「夫婦が別々の姓を名乗ること（選択的夫婦別姓）を、認める方がよい」を年代別でみると賛成は30代が最
も多く63.7％、次いで20代が62.8％と6割を超えている。
60代までは賛成が反対を上回っている。
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61.6

39.0

32.8

32.5

26.0

25.3

16.7

15.2

10.8

9.1

8.5

2.8

4.2

59.8

39.6

31.5

30.8

24.6

28.5

17.2

15.9

9.3

13.0

8.1

2.3

4.5

64.8

38.4

35.4

35.1

27.5

20.1

16.1

14.2

13.4

3.4

9.6

3.7

3.3

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0 100.0

子育てや教育にお金がかかるから

仕事と子育ての両立が困難だから

国・県などの子育て支援策が不十分だから

結婚しない人もいるから

結婚年齢が上がり、出産を躊躇するから

子どもが欲しいけれども妊娠しない人もいるから

子どもがのびのびと育つ社会環境ではないから

育児の心理的・肉体的負担がかかるから

子どもが欲しくない人もいるから

配偶者の家事・育児への協力が得られないから

自分の自由な時間が持てなくなるから

その他

無回答

(%)

全体(n=1,721)

女性(n=1,022)

男性(n=670)

問6 近年、子どもの出生数が減少していますがその原因は何だと思いますか。
一般的な原因であてはまるものを3つまで選んでください。

３. 子どもの出生数が減少している原因

図表38 子どもの出生数が減少している一般的な原因（性別・3つまで回答）

子どもの出生数が減少している一般的な原因として、男女ともに「子育てや教育にお金がかかるから」、「仕事
と子育ての両立が困難だから」、「国・県などの子育て支援策が不十分だから」の順に高い回答率になってい
る。
男女で差がある項目は、 「配偶者の家事・育児への協力が得られないから」 （9.6pt）である。
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68.6

36.6

36.6

23.5

17.6

13.1

14.4

19.0

11.8

7.2

13.1

3.9

9.2

66.0

40.5

29.0

32.0

22.0

25.5

17.0

19.7

10.8

10.0

12.4

2.7

1.9

57.5

39.0

32.1

25.4

25.4

27.3

15.6

16.5

12.4

9.2

10.8

3.2

5.7

67.1

42.3

28.7

33.9

28.1

26.1

16.1

13.9

11.6

9.0

8.4

3.2

2.3

56.5

36.9

36.3

39.0

26.3

25.7

17.8

13.0

10.9

10.6

5.1

3.0

4.8

61.4

39.3

36.1

35.2

30.2

26.8

19.0

11.8

8.1

8.4

4.7

1.6

2.8

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0 100.0

子育てや教育にお金がかかるから

仕事と子育ての両立が困難だから

国・県などの子育て支援策が不十分だから

結婚しない人もいるから

結婚年齢が上がり、出産を躊躇するから

子どもが欲しいけれども妊娠しない人もいるから

子どもがのびのびと育つ社会環境ではないから

育児の心理的・肉体的負担がかかるから

子どもが欲しくない人もいるから

配偶者の家事・育児への協力が得られないから

自分の自由な時間が持てなくなるから

その他

無回答

(%)

20代(n=153)

30代(n=259)

40代(n=315)

50代(n=310)

60代(n=331)

70代(n=321)

図表39 子どもの出生数が減少している一般的な原因（年代別・3つまで回答）

子どもの出生数が減少している一般的な原因で最も多いのがどの年代も「子育てや教育にお金がかかるから」
との回答が多く、年代による大きな変化は見られない。
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61.0

59.0

57.2

54.0

48.4

28.5

24.4

23.6

18.7

2.8

4.1

4.5

61.3

59.6

59.8

58.4

50.3

30.1

25.0

24.4

21.0

2.2

4.6

4.4

61.8

58.1

53.4

47.3

45.7

26.4

23.4

22.2

15.1

3.9

3.4

4.0

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0 100.0

労働時間の短縮や育児休業や介護休業などの休暇制度を普及する
ことで、仕事以外の時間を多く持てるようにすること

夫婦や家族間で家事などの分担をするよう十分に話し合うこと

職場の中で、男性による家事、育児、介護、地域活動についても理解
し、支援すること

男性が家事などに参加することに対する男性自身の抵抗感をなくす

社会の中で、男性による家事、育児、介護、地域活動についても、そ
の評価を高めること

家庭生活と仕事の両立などの問題について、男性が相談しやすい窓
口を設けること

男性が育児や介護、地域活動を行うための仲間（ネットワーク）作り
を進めること

国や地方公共団体などの研修等により、男性の家事や育児、介護等
の技能を高めること

男性が家事などに参加することに対する女性の抵抗感をなくす

特に必要なことはない

その他

無回答

(%)

全体(n=1,721)

女性(n=1,022)

男性(n=670)

問７ あなたは今後、男性が家事、育児、介護、地域活動に積極的に参加していくためには、
どのような事が必要だと思いますか（〇はいくつでも）

4. 男性が家事、育児、介護、地域活動に積極的に参加するために必要なこと

図表40 男性が家事、育児、介護、地域活動に参加するために必要なこと（性別・3つ以内回答）

男性が家事、育児、介護、地域活動に参加するために必要なこととして、男女ともに「労働時間の短縮や育児
休業や介護休業などの休暇制度を普及することで仕事以外の時間を多く持てるようにすること」が最も多く、「夫
婦や家族間で家事などの分担をするように十分話し合うこと」、「職場の中で、男性による家事、育児、介護、地
域活動についても理解し、支援すること」が続く。

特に必要なことはない

労働時間の短縮や育児休業や介護休業などの休暇制度を
普及することで、仕事以外の時間を多く持てるようにすること

夫婦や家族間で家事などの分担をするよう十分に話し合うこと

職場の中で、男性による家事、育児、介護、地域活動についても理
解し、支援すること

男性が家事などに参加することに対する男性自身の抵抗感をなくす

社会の中で、男性による家事、育児、介護、地域活動についても、
その評価を高めること

家庭生活と仕事の両立などの問題について、男性が相談しやすい窓
口を設けること

男性が育児や介護、地域活動を行うための仲間（ネットワーク）作
りを進めること

国や地方公共団体などの研修等により、男性の家事や育児、
介護等の技能を高めること

男性が家事などに参加することに対する女性の抵抗感をなくす
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図表41 男性が家事、育児、介護、地域活動に参加するために必要なこと（年代別・3つ以内回答）

男性が家事、育児、介護、地域活動に参加する為に必要なことを年代別でみると、20代～30代では「労働時間
の短縮や育児休業や介護休業などの休暇制度を普及することで仕事以外の時間を多く持てるようにすること」、
40代では「職場の中で男性による家事、育児、介護、地域活動についても理解し、支援すること」
50代・70代では「夫婦や家族間で家事などの分担をするよう十分に話し合うこと」が高い割合である。
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労働時間の短縮や育児休業や介護休業などの休暇制度を普及
することで、仕事以外の時間を多く持てるようにすること

夫婦や家族間で家事などの分担をするよう十分に話し合うこと

職場の中で、男性による家事、育児、介護、地域活動についても
理解し、支援すること

男性が家事などに参加することに対する男性自身の抵抗感をなくす

社会の中で、男性による家事、育児、介護、地域活動についても、
その評価を高めること

家庭生活と仕事の両立などの問題について、男性が相談しやすい
窓口を設けること

男性が育児や介護、地域活動を行うための仲間（ネットワーク）
作りを進めること

国や地方公共団体などの研修等により、男性の家事や育児、介護
等の技能を高めること

男性が家事などに参加することに対する女性の抵抗感をなくす

特に必要なことはない

その他

無回答

20代(n=153) 30代(n=259) 40代(n=315) 50代(n=310) 60代(n=331) 70代(n=321)

特に必要なことはない

労働時間の短縮や育児休業や介護休業などの休暇制度を
普及することで、仕事以外の時間を多く持てるようにすること

夫婦や家族間で家事などの分担をするよう十分に話し合うこと

職場の中で、男性による家事、育児、介護、地域活動についても理
解し、支援すること

男性が家事などに参加することに対する男性自身の抵抗感をなくす

社会の中で、男性による家事、育児、介護、地域活動についても、
その評価を高めること

家庭生活と仕事の両立などの問題について、男性が相談しやすい窓
口を設けること

男性が育児や介護、地域活動を行うための仲間（ネットワーク）作
りを進めること

国や地方公共団体などの研修等により、男性の家事や育児、
介護等の技能を高めること

男性が家事などに参加することに対する女性の抵抗感をなくす
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問8 あなたご自身の経験に照らして、次にあげる事柄について、あなたのお考えに近いものを
それぞれ1つずつ選んでください。

5. 男性の家事、育児、介護への参加の進み具合

図表42 男性の家事、子育て、介護への参加状況

図表43 男性の家事、子育て、介護への参加状況（性別）
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男性の介護への参加は以前より、進んでいる
(n=1,721)
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女性(n=1,022)

男性(n=670)

女性(n=1,022)
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男性(n=670)

男
性

の
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事
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の
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加
男

性
の

子
育

て
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の
参

加
男

性
の

介
護

へ
の

参
加

そう思う

どちらかと
いえばそ
う思う

どちらか
といえば
そう思
わない

そう思わ
ない わからない 無回答

そう思う

どちらかと
いえばそ
う思う

どちらかと
いえばそう
思わない

そう思わ
ない わからない 無回答

男性の家事、子育て、介護への参加が以前より進んでいるかについて全体的にみると、家事・子育てについては
「そう思う」、「どちらかといえばそう思う」を合わせて約80%の割合だが、介護については「そう思う」、「どちらかとい
えばそう思う」を合わせて約50%の割合である。

男性の家事、子育て、介護への参加が以前より進んでいるかについて性別でみると、家事・子育ての割合は男
女で大きな違いは見られないが、介護については「そう思う」とする割合が女性では37.8%に対し、男性では
54.8%と差がある。

男性の家事への参
加は以前より、進ん
でいる

男性の子育てへ
の参加は以前より
進んでいる

男性の介護への
参加は以前より
進んでいる
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6. 調査結果の分析 ～家庭生活について～

「 子 ど も の 世 話 ・ し つ け 」 に 関 し て は 「 主 に 妻 が 行 う 」 と 「 主 に 妻 が 行 い 、 夫 が 一

部 負 担 」 を 合 わ せ る と 約 ５ 割 と な り 、 そ の 割 合 は 平 成 1 2 年 度 よ り 変 わ っ て い な い 。

相 変 わ ら ず 女 性 が 育 児 の 主 役 で あ る こ と に 違 い は な い よ う だ 。 ま た 約 ３ 割 を 占 め

る 「 夫 と 妻 が 同 じ 程 度 分 担 」 と い う 回 答 も 、 2 0 年 間 大 き な 変 化 は み ら れ な い 。 所

得 の 低 い 沖 縄 県 で は 、 家 計 を 支 え る た め 、 共 働 き の 割 合 が 多 い と さ れ る 。

本 調 査 か ら は 、 約 ３ 割 の 世 帯 が 「 育 児 分 担 」 と 考 え ら れ る が 、 そ の 内 容 も 気 に

な る と こ ろ だ 。 つ ま り 「 世 話 ・ し つ け 」 に お い て 、 一 般 的 に 「 し つ け 」 は 厳 格 さ 権 威 を

伴 う 父 親 （ 父 性 ） が 担 い 、 「 世 話 」 （ ケ ア ） は 穏 和 さ と 優 し さ を 伴 う 母 親 （ 母

性 ） の 役 割 と 考 え ら れ て い る 。 「 同 じ 程 度 分 担 」 と 回 答 し た 世 帯 に お い て 、 ジ ェ ン

ダ ー ロ ー ル 関 係 な く 平 等 に 育 児 に 関 わ っ て い る の か 、 そ れ と も 「 分 担 」 の な か に ジ ェ

ン ダ ー 的 役 割 分 担 が あ る の か も 疑 問 だ 。

こ の 質 問 だ と 、 最 も 負 担 が 大 き い 「 世 話 」 に ほ と ん ど 関 わ り を 持 た な い 父 親 が 、

「 し つ け 」 を し て い る こ と か ら 育 児 へ の 参 加 を 選 択 し て い る か も し れ な い 。 し か し そ

れ で は 、 本 来 、 妻 に の し か か る 過 重 な 育 児 分 担 の 現 実 を 反 映 し て い な い 可 能 性

が あ り 、 改 善 へ と 結 び つ く 議 論 に も な り に く い 。 ま た 体 罰 や 暴 力 的 コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ

ン を 伴 う 「 し つ け 」 は 、 児 童 虐 待 で あ る と の 問 題 意 識 も あ り 、 近 年 社 会 問 題 に も

な っ て い る 。 こ の 質 問 項 目 は 、 こ ん に ち の 社 会 状 況 に 合 わ せ て 文 言 を 「 し つ け 」 か

ら 「 育 児 」 に 変 え る な ど 、 修 正 が 必 要 か も し れ な い 。

減 少 傾 向 に あ る も の の 「 家 計 を 支 え る 」 責 任 は 、 主 に 男 性 が 担 っ て い る よ う だ 。

共 働 き が 多 い 沖 縄 県 と は い え 、 ジ ェ ン ダ ー 規 範 と し て 男 性 が 働 く こ と は 当 た り 前 で 、

一 家 の 大 黒 柱 と し て の 重 圧 は ま だ ま だ 強 い 。 所 得 も 低 く 非 正 規 雇 用 が 多 い 沖 縄

県 に お い て 、 こ の ジ ェ ン ダ ー 規 範 を 守 り 通 す こ と は 容 易 で は な い 。

こ れ は 働 き 盛 り の 沖 縄 男 性 の 自 殺 率 の 高 さ や 「 生 涯 未 婚 率 」 が 全 国 で ワ ー ス ト

と い う 形 で 現 れ て い る の で は な い か 。 「 家 計 を 支 え る 」 ジ ェ ン ダ ー 規 範 を 守 れ な い

男 性 は 、 男 性 と し て の 自 己 肯 定 感 が 低 く 、 な か な か 結 婚 へ 踏 み 切 れ な い の か も し

れ な い 。 ま た 一 方 で 、 「 夫 は 外 で 働 き 、 妻 は 家 庭 を 守 る べ き で あ る 」 と い う 考 え に
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対 し て は 、 男 女 と も に 「 反 対 」 も し く は 「 ど ち ら か と い え ば 反 対 」 が 上 回 っ て い る 。 こ

れ は 意 識 の 高 ま り と 共 に 古 典 的 な ジ ェ ン ダ ー 規 範 を 否 定 す る 声 が 多 く な っ て き た と

の 解 釈 も 可 能 で あ ろ う が 、 共 働 き で な け れ ば 家 計 が 成 り 立 た な い 沖 縄 の 現 状 を

反 映 し て い る よ う に も 見 え る 。 そ も そ も 多 く の 沖 縄 の 世 帯 に お い て 、 「 夫 が 働 き 、

妻 が 家 庭 を 守 る 」 と い う 経 済 的 贅 沢 は 許 さ れ て い な い が 故 に 、 こ の 質 問 に 対 し て

も 否 定 的 な の か も し れ な い 。 こ の 調 査 結 果 を 受 け て 、 「 ジ ェ ン ダ ー 意 識 が 高 ま っ て

い る 」 と 解 釈 す る に は 慎 重 に な ら ざ る を え な い 。

家 事 分 担 に 関 し て は 、 「 夫 と 妻 が 同 じ 程 度 分 担 」 が 若 干 増 加 し 、 「 主 に 妻 が 行

う 」 が 前 回 と 比 較 し て 約 1 0 % 減 少 し て い る 。 や は り 家 事 育 児 に 関 し て は 、 女 性 へ

の 負 担 が 多 す ぎ る 現 状 に さ ほ ど 変 化 は な い 。 ジ ェ ン ダ ー 的 視 点 に 立 つ と 、 家 計 を

支 え る こ と も 家 事 育 児 も 、 男 女 平 等 に お こ な う こ と が 理 想 だ ろ う 。 し か し な が ら 現

在 の 男 女 不 平 等 な 労 働 市 場 に お い て 、 非 正 規 が 圧 倒 的 に 多 く 、 男 性 よ り も 低 賃

金 を 強 い ら れ て い る 女 性 が 、 男 性 と 同 様 に 収 入 を 得 る こ と は 容 易 で は な い だ ろ う 。

同 様 に 、 家 事 育 児 に も っ と 参 加 し た い と 望 む 男 性 が い る と し て も 、 低 収 入 で 生 活

に 経 済 的 余 裕 が 無 け れ ば 、 家 庭 生 活 を 犠 牲 に し て 労 働 し な け れ ば な ら な い だ ろ う 。

よ り 平 等 な 社 会 の 実 現 の た め の 意 識 改 革 も 重 要 だ が 、 個 々 人 の 努 力 に も 限 界 が

あ り 、 社 会 制 度 の 改 善 が 伴 わ な け れ ば 、 男 女 共 同 参 画 社 会 の 実 現 は 困 難 だ と 言

わ ざ る を え な い だ ろ う 。

「 病 人 ・ 老 親 の 世 話 」 を 担 っ て い る の は 、 圧 倒 的 に 女 性 だ 。 若 干 男 性 の 分 担 も

増 え て い る も の の 育 児 同 様 、 世 話 （ ケ ア ） す る 行 為 は 女 性 の 役 割 と の 考 え が 依

然 強 い よ う だ 。 シ ニ ア 世 代 に は 自 分 の 娘 に 老 後 の 世 話 を し て 欲 し い と 望 む 割 合 が

高 く 、 慣 習 的 に も 圧 倒 的 に 女 性 が 老 親 の 面 倒 を 見 て き た 。 「 育 児 を す る 母 親 」 と

「 介 護 を す る 娘 」 が 同 様 に 世 話 （ ケ ア ） を す る 女 性 の ジ ェ ン ダ ー 規 範 と し て 定 着

し て き た 沖 縄 県 に お い て 、 常 に 女 性 へ の 負 担 は 大 き く 、 介 護 離 職 な ど で キ ャ リ ア 形

成 に も 悪 影 響 を 及 ぼ し て い る 。 女 性 の 幸 福 の 追 求 、 自 己 実 現 の た め に も 、 男 性

が 介 護 へ 参 加 す る 社 会 環 境 の 整 備 が 望 ま れ る 。
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「 家 庭 内 で 配 偶 者 に も っ と や っ て も ら い た い こ と 」 に 関 し て は 、 全 て の 項 目 に お い

て 女 性 か ら 男 性 へ の 要 求 が 強 い 。 配 偶 者 に 要 求 す る こ と が 「 特 に な し ・ 現 状 に 満

足 し て い る 」 と 答 え た 男 性 が 5 7 . 6 % だ っ た の に 比 べ て 、 女 性 は 3 5 . 1 % と 際 立 っ

て 低 い 。 こ れ は 家 庭 内 に お い て 女 性 に 過 重 な 労 働 負 担 が 掛 か っ て い る 現 状 を 反

映 し て い る の だ ろ う 。 満 足 顔 で リ ラ ッ ク ス す る 夫 と 不 満 を 抱 え 家 事 に 奔 走 す る 妻 と

い う 構 図 の 家 庭 は 、 お 世 辞 に も 円 満 と は い え な い だ ろ う 。 夫 婦 間 の 信 頼 関 係 を 築

く う え で も 、 男 性 が 積 極 的 に 家 庭 内 の 労 働 を 共 有 し 、 不 平 等 感 を 解 消 す る べ き で

あ る 。 職 場 や 社 会 活 動 に お い て 人 間 と し て の ニ ー ズ を 満 た せ な い 女 性 が 、 家 庭 で

も 不 平 等 な 待 遇 に 置 か れ る こ と は 、 可 及 的 速 や か に 改 善 さ れ る べ き で あ る 。 こ の

質 問 に 対 し 、 2 4 . 9 % の 男 性 が 無 回 答 だ っ た の に 対 し て 、 女 性 の 無 回 答 は 半 分

の 1 1 . 2 パ ー セ ン ト で あ る 。 女 性 の 方 に 不 満 が 多 く 、 そ の 分 訴 え た い 気 持 ち も 強 い

と い う 結 果 で は な い だ ろ う か 。 近 年 、 増 加 す る 熟 年 離 婚 の 多 く が 、 妻 に 対 す る 過

重 な 負 担 や 、 そ れ に 無 関 心 で あ る 夫 の 態 度 に 端 を 発 し て い る こ と か ら も 、 男 性 の

意 識 改 革 と 家 庭 生 活 に お け る 積 極 的 な 参 加 が 望 ま れ る 。

結 婚 観 に つ い て は 、 男 女 と も に ５ 割 を 超 え る 人 が 「 個 人 の 自 由 」 だ と 答 え て お り 、

「 家 」 よ り も 「 個 人 」 と い う 単 位 で 自 由 や 権 利 を 考 え る 人 が 増 え て い る 現 れ だ と 考

え ら れ る 。 ま た 女 性 が 男 性 よ り 進 歩 的 な 考 え を 見 せ て お り 、 約 ５ 割 の 男 性 に 対 し

７ 割 以 上 の 女 性 が 「 賛 成 」 、 「 ど ち ら か と い え ば 賛 成 」 と 回 答 し て い る 。 こ れ は 結

婚 に よ っ て 個 人 の 自 由 が 男 性 よ り 制 限 さ れ が ち な 女 性 の 声 と し て は 当 然 で あ ろ う 。

関 連 し た 項 目 で 「 結 婚 し て も 必 ず し も 子 ど も を 持 つ 必 要 は な い 」 と い う 考 え に 対 し

て も 、 や は り 男 性 に 比 べ 約 1 . 5 倍 の 女 性 が 「 賛 成 」 と 答 え て い る 。 家 庭 生 活 に し

て も 子 育 て に し て も 、 現 在 の 社 会 状 況 で は 女 性 に と っ て 過 度 な 負 担 と な り 、 自 己

実 現 の 機 会 を 奪 わ れ る 可 能 性 も 大 き い 。 「 相 手 に 満 足 で き な い と き は 離 婚 す れ ば

い い 」 と い う 考 え に 対 し て も 男 性 に 比 べ 1 . 5 倍 以 上 の 女 性 が 「 賛 成 」 と 答 え て い る 。

社 会 で も 家 庭 で も よ り 多 く の 自 己 犠 牲 を 強 い ら れ る 女 性 の 立 場 を 考 え る と 、 結 婚

よ り も シ ン グ ル の 方 が 生 き や す く 、 幸 福 を 追 求 す る 選 択 肢 が よ り 多 い の か も し れ な

い 。 結 婚 生 活 の な か で 男 女 が 共 に 助 け 合 い 、 幸 せ を 追 及 す る 社 会 の 実 現 が 待 た

れ る と こ ろ だ 。
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「 選 択 的 夫 婦 別 姓 」 に 関 し て も 、 男 性 よ り 女 性 の 賛 成 意 見 が 多 い 。 結 婚 や 離

婚 の 度 に 様 々 な 手 続 き を 踏 ま な い と い け な い 女 性 に と っ て 、 夫 婦 別 姓 の メ リ ッ ト は

大 き い 。 「 ４ ７ 都 道 府 県 『 選 択 的 夫 婦 別 姓 』 意 識 調 査 」 （ 選 択 的 夫 婦 別 姓 ・ 全

国 陳 情 ア ク シ ョ ン 合 同 調 査 、 2 0 2 0 年 ） に よ る と 、 選 択 的 夫 婦 別 姓 に 賛 成 が

7 0 . 6 % 、 反 対 が 1 4 . 4 % だ っ た が 、 沖 縄 県 は 賛 否 倍 率 が 1 0 . 3 倍 で 、 全 国 一

賛 成 意 見 が 多 か っ た 。 こ れ は 離 婚 率 の 高 い 沖 縄 県 の 女 性 か ら の 切 実 な 願 い だ ろ

う 。 女 性 の 権 利 を 守 る 視 点 か ら も 、 旧 態 依 然 と し た 「 家 」 を 優 先 す る 考 え 方 か ら 、

「 個 人 」 を 尊 重 し 、 人 権 が 守 ら れ る 社 会 づ く り が 急 が れ る 。

「 子 ど も の 出 生 数 が 減 少 し て い る 一 般 的 な 原 因 」 に 関 し て は 、 経 済 的 な 側 面 か

ら 「 子 育 て や 教 育 に お 金 が か か る 」 、 ま た は 「 仕 事 と 子 育 て の 両 立 が 困 難 」 と い う

回 答 が 上 位 を 占 め た 。 そ の 原 因 と し て 、 「 国 ・ 県 な ど の 子 育 て 支 援 策 が 不 十 分 だ

か ら 」 と い う 答 え が 多 か っ た 。 子 育 て や 介 護 な ど 「 ケ ア ビ ジ ネ ス 」 に 関 す る 予 算 が 十

分 で な い 現 状 を 反 映 し て い る と も 考 え ら れ る 。 「 結 婚 し な い 人 も い る 」 や 「 結 婚 年

齢 が 上 が り 、 出 産 を 躊 躇 す る 」 と い う 回 答 も 多 数 見 ら れ た 。 5 0 才 時 未 婚 率 や 晩

婚 化 も 、 や は り 家 庭 を 持 つ こ と よ り も 個 人 の ラ イ フ ス タ イ ル を 優 先 す る 個 人 主 義 的

な 時 代 の 流 れ の 現 れ だ ろ う 。

自 己 実 現 や 個 性 を 発 揮 す る こ と は 、 も ち ろ ん 望 ま し い こ と だ が 、 一 方 で 個 人 の

自 由 を 人 生 の 最 優 先 課 題 と 置 き 、 家 庭 や 地 域 の 絆 を 無 化 す る 人 口 が 増 加 す る こ

と は 、 相 互 扶 助 で 成 り 立 つ 共 同 体 が 持 つ サ ポ ー ト シ ス テ ム や セ イ フ テ ィ ネ ッ ト か ら

個 々 人 を 孤 立 さ せ る 危 険 性 も 孕 む 。 個 人 の 権 利 と 地 域 力 に よ る 幸 福 が 同 時 に 達

成 で き る 社 会 づ く り を 目 指 す 必 要 が あ る だ ろ う 。
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「 男 性 の 家 事 、 子 育 て 、 介 護 へ の 参 加 状 況 」 を 見 て み る と 、 「 以 前 よ り 進 ん で い

る 」 と 考 え る 人 が 約 ８ 割 い る 。 特 に 若 い 世 代 に お け る 男 性 の 家 事 育 児 へ の 参 加

は 進 ん で い る が 、 課 題 も ま だ ま だ 多 い よ う だ 。 「 労 働 時 間 の 短 縮 や 制 度 の 普 及 で 、

仕 事 以 外 の 時 間 が 持 て る 」 よ う に 働 き 方 改 革 の 更 な る 進 展 が 望 ま れ る 。 ま た 、 全

て の 領 域 に お い て 「 以 前 よ り 進 ん で い る 」 と 考 え る 男 性 の 割 合 が 、 女 性 よ り 多 い 。

「 自 分 は 頑 張 っ て い る 」 と 考 え る 男 性 に 対 し て 「 い や 、 ま だ ま だ 」 と 考 え る 女 性 が 、

現 実 に は 多 い の だ ろ う 。 夫 婦 間 で コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン を 活 性 化 し 、 お 互 い が 納 得 い

く よ う な 分 担 に つ い て 話 し 合 う 必 要 が あ る だ ろ う 。

（ 沖 縄 キ リ ス ト 教 学 院 大 学 ・ 新 垣 誠 ）
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